
や潅木を含めた広葉樹の樹皮食の見られた場所,針葉樹

樹皮食が見られた場所,樹皮食の起こらなかった場所で

色分けしてプロットしたところ,黒沢群の針葉樹樹皮食

は行動域の外縁,浅川群の針葉樹樹皮食は他の3群と出

会う辺りで起こっている傾向が見られた.広葉樹採食場

所にそのような傾向は見られなかった.針英樹樹皮食は

群間競合に際して起こる一種のマーキングの可能性が

示唆された.また,樹皮食と活動タイプの日内変動を冬

と春で調べたところ交尾や休息と樹皮食は相関する傾

向が見られた.

16サル眼における脈管系の機能解剖学

平岡満里,高田昌彦 (東京都神経科学研究所)

対応者 :宮地重弘

ぶどう膜 (虹彩 ･脈絡膜･毛様体)にある血管以外

の脈管系について,その構成要素の機能分子を検索し,

その異常がぶどう膜免疫疾患とかかわりがありうるか

について検討した.CD40,CD34,VWF,cochlinについて

ぶどう膜における局在を調べた結果,単一の因子が特異

的に存在するのではなく複数が重なり合ってみられた.

特に虹彩内部と脈絡膜内の洞脈管壁にはcochlinが多く,

内耳におけるリンパ管のリンパ液産生機構の文献から

考娯するとこれらの局在は原田病の病因に関連がある

ことが推察された.さらに年齢による局在の差異および

mRNA発現をPCR法で検討し,今後はisofbm の同定を

研究したいと考えている.

17アカゲザルとヒトの皮膚発現遺伝子プロファイルの

比較

楓田菓子 (総合研究大学院大･先導科学)

対応者 :平井啓久

アカゲザル 7個体 (生後2日から11ケ月齢)の腹

と背側の皮膚サンプルそれぞれ50-100mgからRNAを

抽出した.様々な辿伝子の発現は次の二つの方法で比較

した.まず第 1の方法では,この RNA を reverse

transcriptaseで逆転写し,目的とする迫伝子が転写され

ているかどうか個々の迫伝子について調べる.本研究で

は,温度感受性の受容体9種類について,その発現をヒ

トとアカゲザルで解析した.その結果,アカゲザルでは,

全ての個体で発現が確認される遺伝子と,個体により発

現の有無にバラツキがある遺伝子,7個体全てで発現が

確認されない遺伝子が存在した.また第2の方法では,

Agilent社製の GeneChipを用いてヒトとアカゲザル皮

侶由来のRNA中の遺伝子を網羅的に探索し,発現の比

較を行った.その結果,ケラチンおよびケラチン関連タ

ンバク質の発現について,ヒトとチンパンジーで得られ

ている結果と同様の傾向が観察された.今後は,これら

種間で発現の異なる迫伝子のゲノム上での塩韮位換や,

構造的な違いなど,発現の違いを作り出している遺伝的

な原因を特定するとともに,この発現の違いが表現型の

進化とどのように関連するかについても明らかにした

い.

18RNAを基点とした霊長類のエビジェネティクス

今村拓也 (京都大･院 ･理)

対応者 :大石高生

木課題は,遺伝子プロモーターにオーバーラップし

て発現するnoncodingRNA (以下,プロモーター非コー

ドRNA;promoter-associatednoncodingRNA;pancRNA)

に着目し,pancRNAによる脳機能のエビジェネッティ

ック制御と大脳皮質の進化の謎に迫るのがねらいであ

る.申請者はこれまでに,1)ほ乳類において,迫伝子

発現に関わるプロモーターの多くは両方向性であり,セ

ンスRNA (多くはコード迫伝子)･アンチセンスRNA

(多くは非コード)を単一細胞内で排他的ではなくむし

ろ同時的に生成していること,2)男性ホルモンの核内

受容体迫伝子であるAR遺伝子プロモーター領域から内

在発現するアンチセンスRNAを恒常的に発現するトラ

ンスジェニックマウスを作製したところ,アンチセンス

RNAが配列特異的にDNA脱メチル化を引き起こすこと

でセンスmRNAの発現上昇を誘導し,メスの視床下部･

辺縁系を構造的にも機能的にもオス様に変えること一一･上
を発見した.ニホンザルサンプルよりRNAを抽出し,

迫伝子プロモーター領域から内在発現するアンチセン

スRNAが霊長類にも存在することを見つけた.

19Activity-SleepQuantitationinNewWorldMonekysby

non-invasiveactigraphy

サチタナンタン･スリカンタ (岐阜薬科大)

対応者 :鈴木樹理

UndercaptlVeCOnditions,quantitatingtheoccumnCeOr

vigilancewastheobjectiveofthisproject.Icarriedout2

experimentseachin5commonmarmosets(Cat/ilhrLr

jacchus)and12cottontoptamarins(SaguL'mLSOedL'pILS).

Threeparameters(activitycounts,totalsleeptime(TST)/24

h.andsleepepisodelength(SEL)/12h.darkphase)Were

measureddailyfわr11daysuslngtaggedactiwatches.From

theseexperiments,Iinferredthefollowing:(1)As cottontop

tamarinsarecomparativelymoreaggressivethancommon

marmosets,mlXlngOfindividualsfromdifferentfamiliesinto

aslnglecaseisnotfeasible;assuch,commonmarmosetisa
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